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文化と科学が共鳴する環境倫理を

京
都
大
学
名
誉
教
授

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
所
長

山
極
壽
一
氏

法
律　

９
月
６
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

９
月
15
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

９
月
16
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

　

７
月
11
日
に
開
か
れ
た
「
第
８
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
」
で
は
、
京

都
大
学
名
誉
教
授
で
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
所
長
の
山
極
壽
一
氏
が

「
感
染
症
と
こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
る
未
来
社
会
」
と
題
し
て
記
念
講
演
し

た
。
要
旨
を
紹
介
す
る
。

接
触
機
会
の
増
加

　

私
は
ゴ
リ
ラ
の
調
査
を
行
い
な
が

ら
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

似
た
「
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
」
に
出
会
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
経
路
は
コ
ウ
モ
リ
⇩
ゴ
リ
ラ

⇩
人
間
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ゴ
リ
ラ
は
主
に
昼
活
動
す
る
の
に

対
し
て
、
コ
ウ
モ
リ
は
夜
活
動
す
る
た

め
、
本
来
接
触
機
会
は
少
な
い
は
ず
で

す
。
で
は
な
ぜ
、
コ
ウ
モ
リ
か
ら
ゴ
リ

ラ
に
感
染
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

原
因
は
、
人
間
に
よ
る
森
林
の
伐
採
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
伐
採
に
よ
っ
て

環
境
が
変
わ
り
、
接
触
機
会
が
増
え
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

次
に
、
な
ぜ
ゴ
リ
ラ
か
ら
人
間
に
感

染
が
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
も
や
は
り
人
間
が
原
因
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
伐
採
会
社
が
現
地

の
人
を
雇
う
こ
と
で
、
地
域
に
現
金
経

済
が
導
入
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
他
に
も
現
金
を
得
る
手
段
が
必

要
と
な
り
、
そ
の
一
つ
が
野
生
動
物
の

狩
猟
で
し
た
。
狩
猟
な
ど
に
よ
っ
て
、

ゴ
リ
ラ
と
人
間
の
接
触
機
会
が
増
え
た

こ
と
で
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
は
急
速
に
広

が
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
「
人
間
の
文

化
の
問
題
」
と
言
え
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
も

「
人
々
が
動
き
、
集
ま
る
」
と
い
う
現

代
社
会
の
特
徴
に
乗
じ
て
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
た
ち

人
間
は
ど
こ
か
で
間
違
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
は
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う

に
間
違
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

人
間
の
脳
は
、
ゴ
リ
ラ
の
脳
の
約
３

倍
の
大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
脳
の

大
き
さ
に
つ
い
て
は
「
霊
長
類
の
大
脳

の
大
き
さ
は
社
会
規
模
の
増
大
に
正
の

相
関
を
持
つ
」
と
い
う
研
究
が
あ
り
ま

す
。
集
団
の
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、

そ
の
社
会
的
複
雑
性
に
よ
っ
て
脳
が
大

き
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
集
団
規
模
の
増
大
は
、
言

葉
以
前
の
濃
密
な
接
触
を
伴
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
い
共
感
力

　

ゴ
リ
ラ
な
ど
の
類
人
猿
は
相
手
と
向

き
合
い
互
い
に
見
つ
め
あ
う
「
対
面
交

渉
」
と
呼
ば
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
ま
す
。
こ
の
「
対
面
」
の
重

要
性
は
、
人
間
も
同
じ
で
す
。
こ
の
大

き
な
理
由
が
「
目
」
に
あ
り
ま
す
。
特

に
人
間
は
白
目
が
あ
り
、
目
の
動
き
を

手
掛
か
り
に
相
手
の
気
持
ち
を
読
み
取

る
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
人
間
が
本

能
的
に
持
っ
て
い
る
重
要
な
能
力
で
、

共
感
力
を
高
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
共
感
力
は
「
共
食
」

と
「
共
同
保
育
」
に
よ
っ
て
も
高
め
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
共
感
力
を
育
ん
だ
人
間
は

集
団
規
模
を
拡
大
さ
せ
て
い
き
ま
し

た
。
特
に
「
家
族
と
共
同
体
」
の
二
重

構
造
は
人
間
に
し
か
持
つ
こ
と
が
出
来

て
い
ま
せ
ん
。
家
族
は
見
返
り
を
求
め

ま
せ
ん
が
、
共
同
体
は
互
酬
性
に
色
づ

け
ら
れ
た
組
織
で
す
。
類
人
猿
は
こ
の

２
つ
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
人
間
は
高
い
共
感
力
に
よ

っ
て
、
２
つ
が
両
立
出
来
た
の
で
す
。

た
だ
し
、
共
同
体
の
発
展
が
、
や
が
て

敵
対
意
識
を
育
み
「
集
団
間
の
暴
力
」

に
も
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

文
化
の
再
構
築

　

そ
の
上
、
現
在
は
技
術
に
よ
る
変
化

を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
現
代
の
科
学

技
術
は
個
人
の
能
力
を
超
え
る
よ
う
に

誘
導
し
て
お
り
、
こ
れ
が
地
球
の
負
荷

に
結
び
つ
い
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
し
た
今
、

我
々
が
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
「
い
の
ち
と
い
の
ち
の
つ
な
が

り
」
と
「
新
し
い
人
間
の
暮
ら
し
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
の
社
会
の
行
き
詰
ま
り
を
乗
り

越
え
る
際
に
重
要
な
の
が
二
元
論
で
も

排
中
律
で
も
な
い
「
容
中
律
」
の
思
想

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本

に
は
元
々
「
容
中
律
」
の
思
想
が
文
化

と
し
て
根
付
い
て
い
ま
す
。
こ
の
文
化

を
生
か
す
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
文
化
は
「
移

動
す
る
、
集
ま
る
、
対
話
す
る
」
の
３

つ
の
自
由
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
で
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
回
得
ら
れ
た
教
訓
や

気
づ
き
に
よ
っ
て
文
化
の
再
構
築
が
行

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
環
境
問
題
の
根
幹
は
人
間
の
文

化
の
問
題
で
す
。
文
化
と
自
然
が
両
立

し
、
文
化
と
科
学
が
共
鳴
し
あ
う
新
た

な
環
境
倫
理
を
つ
く
る
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
新
た
な
社
会
で
必
要
な
の
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
大
阪
保
険
医
新
聞
７
月
15
・
25
日
合

併
号
よ
り
転
載
）

日
時　

９
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会

講
師　

 

鱒
見
進
一
氏
（
九
州
歯
科
大
学
歯
学
部
歯
学
科
口
腔

機
能
学
講
座
顎
口
腔
欠
損
再
構
築
学
分
野
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

90
人

※
参
加
費
は
登
録
口
座
か
ら
の
引
去
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

歯
科
用
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
臨
床
応
用

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
み
】
９
月
度
生
涯
研
修

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
み
】
政
策
学
習
会

日
時　

９
月
11
日
（
土
）
午
後
５
時
45
分
〜
７
時
15
分

会
場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会

講
師　

石
川
康
宏
氏
（
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
・
経
済
学
者
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料　
　

定
員　

60
人

コ
ロ
ナ
禍
の
総
選
挙
で
問
わ
れ
る
も
の
〜
命
と
暮
ら

し
最
優
先
の
政
治
へ
（
仮
）

日
時　

10
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会

講
師　

 

仲
野
和
彦
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
小
児

歯
科
学
教
室
教
授
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

90
人

※
お
申
し
込
み
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
行
事
予
定
」
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
小
児
歯

科
の
基
本
と
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
み
】
歯
科
衛
生
士
対
象

日
時　

８
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
30
分

会
場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会

講
師　

三
木
明
子
氏
（
関
西
医
科
大
学
看
護
学
部
教
授
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料　
　

定
員　

60
人

患
者
か
ら
の
暴
力
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
と
対
応

〜
ス
タ
ッ
フ
を
守
る
た
め
に

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
み
】
大
阪
市
東
部
地
区
・
同
北
部
地
区
講
習
会

銅製　径21.2センチ　南北朝時代  14世紀
大阪市立美術館蔵（田万コレクション）

萩萩
はぎすすきせんめんそうじゃくもんきょうはぎすすきせんめんそうじゃくもんきょう

薄扇面双雀文鏡薄扇面双雀文鏡（重要文化財）（重要文化財）

涼
風
流
れ
る
優
美
な
和
鏡

　

処
暑
を
過
ぎ
、
暦
の
上
で

は
立
派
な
秋
。
と
は
言
え
、

ま
だ
酷
暑
が
続
く
。
重
要
文

化
財
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
美

術
品
で
涼
を
と
る
の
も
一
興

だ
ろ
う
。
大
阪
市
立
美
術
館

が
所
蔵
す
る
銅
鏡
に
表
現
さ

れ
た
優
美
な
世
界
を
紹
介
し

よ
う
。

　

露
を
結
ぶ
ス
ス
キ
を
背
景

に
扇
が
広
が
り
、
そ
の
上
に

手
折
ら
れ
た
ハ
ギ
の
枝
が
垂

れ
る
。
下
方
で
は
す
べ
て
が

虚
空
中
で
あ
る
こ
と
を
示
す

か
の
よ
う
に
二
羽
の
ス
ズ
メ

が
遊
ぶ
。
油
断
す
る
と
ス
ス

キ
・
ハ
ギ
・
扇
の
描
く
線
が

い
ず
れ
の
も
の
か
判
然
と
せ

ず
、
モ
チ
ー
フ
が
浮
き
沈
み

を
す
る
視
覚
効
果
が
魅
力
。

特
定
の
和
歌
に
題
材
を
と
っ

た
か
と
も
想
像
さ
れ
る
が
定

か
で
は
な
い
。
涼
風
が
流
れ

る
よ
う
な
季
節
感
あ
ふ
れ
る

表
現
が
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で

あ
る
。
や
や
説
明
的
な
情
景

表
現
や
、
外
縁
の
形
状
な
ど

か
ら
南
北
朝
時
代
（
14
世
紀

頃
）
の
制
作
と
考
え
ら
れ

る
。

昭
和
28
年
（
１
９
５

３
）
に
重
文
指
定
を
受
け

た
。

　

和
鏡
と
は
日
本
製
の
鏡
の

こ
と
。
古
来
日
本
人
は
漢
鏡

や
唐
鏡
と
い
っ
た
中
国
製
の

鏡
を
珍
重
し
て
き
た
。
古
墳

に
副
葬
さ
れ
た
例
や
正
倉
院

や
社
寺
に
蔵
さ
れ
る
中
国
鏡

は
質
が
高
く
、
か
つ
多
量
に

及
ぶ
。
古
代
の
人
々
の
志
向

を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
平
安
時
代
以
降
、
中

国
の
鏡
を
モ
デ
ル
に
独
自
の

表
現
を
模
索
し
た
の
が
和
鏡

で
あ
る
。
神
話
世
界
や
宇
宙

観
、
対
称
的
で
緊
密
な
表
現

を
得
意
と
す
る
中
国
鏡
に
対

し
て
、
和
鏡
は
実
景
に
基
づ

く
季
節
感
あ
ふ
れ
る
表
現
を

一
見
散
漫
な
形
で
あ
ら
わ
す

の
を
特
徴
と
す
る
。
そ
れ
が

情
緒
を
生
み
出
す
こ
と
は
本

鏡
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

本
鏡
は
田
万
清
臣
氏
（
１

８
９
２
〜
１
９
７
９
）
と
明

子
夫
人
の
蒐
集
品
で
、
当
館

に
寄
贈
さ
れ
た
。
田
万
氏
以

前
に
２
人
の
大
阪
の
コ
レ
ク

タ
ー
の
元
を
転
々
と
し
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
前
の
伝
来
は
知
ら
れ
な

い
。
田
万
氏
は
市
民
派
の
弁

護
士
と
し
て
活
躍
、
大
阪
市

会
議
員
、
衆
議
院
議
員
を
歴

任
し
た
。
ま
た
、
古
美
術
コ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
名
を
馳

せ
た
。
遺
言
に
従
っ
て
当
館

に
寄
贈
さ
れ
た
６
６
３
件
の

日
本
・
東
洋
古
美
術
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
重
要
文
化
財
５

件
を
含
み
、
当
館
の
所
蔵
品

の
中
核
を
な
し
て
い
る
。

　

田
万
氏
は
市
民
派
の
美
術

コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
顕
彰

さ
れ
る
べ
き
人
物
で
あ
ろ

う
。
私
蔵
す
る
こ
と
に
拘
泥

せ
ず
優
れ
た
作
品
を
寄
贈
さ

れ
た
そ
の
志
は
、
本
鏡
の
よ

う
に
秋
の
風
が
渡
る
が
ご
と

く
さ
わ
や
か
で
あ
る
。

（
児
島
大
輔

 

・
大
阪
市
立
美
術
館
）

大　阪

国宝・重要文化財②


